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ヨーグルト介入が唾液分泌速度、唾液中 IgA 濃度および唾液中 IgA 分泌速度に影響するか
どうかについて基礎的な検討を行った。 






さらに、ヨーグルト介入については、試験食として Lactobacillus delbrueckii ssp. 
bulgaricus (L. bulgaricus) OLL1073R-1 で発酵させたヨーグルト毎日 1 カップ（112 g）
を 10:00～10:30 に配給した。唾液採取は、ヨーグルト摂取前、摂取開始日より 4 週間目、
8 週間目、および 12 週間目の計 4 回行った。唾液試料は、歯科医師あるいは歯科衛生士が
サリキッズⓇを用いて採取した。採取時間は最長 5分とし、採取時間と唾液重量を測定した。
唾液中 IgA 濃度は ELISA 法にて測定した。唾液分泌速度、唾液中 IgA 濃度、唾液 IgA 分泌









中 IgA濃度と同様、ヨーグルト摂取 8週間目および 12週間目では有意な増加が認められた。 
本研究から、今回検索対象とした生活要因は、移動手段と抗認知症薬が唾液分泌速度、
抗認知症薬が唾液中 IgA 濃度に影響している可能性が示唆されるが、今後詳細な検討が必
要である。さらに、本基礎的検討からヨーグルトは、唾液中 IgA を増加させる食事要因で
ある可能性が示唆された。唾液の抗菌活性を高めることで高齢者の健康維持に貢献するこ
とが考えられ、今後唾液中 IgA の増加を目指した歯科栄養指導法の確立を検討する予定で
ある。 
